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令和元年度 第２回 海老名環境マネジメントシステム専門部会 会議録 

日時等 令和２年２月 12日（水） 10：00～11：30   

案 件 
・海老名環境マネジメントシステムによる海老名市第三次環境基本計画の

進行管理について〈協議〉 

出席委員 大橋部会長 伊藤委員 後藤委員  計 3名 

公開の 

可否 
公開 傍聴者数 ０名 

出席者・ 

事務局 

＜出席者＞ 

経済環境部：谷澤部長、松本次長 

＜事務局＞ 

環 境 課：小川経済環境部参事兼課長、蓬田主幹兼環境共生係長 

       森田主査、松本主事 

１ 開会 （進行：環境課長）

２ 経済環境部長あいさつ 

３ 部会長あいさつ 

４ 議事（海老名市環境審議会条例第７条第１項に基づき部会長が議長となる。） 

事務局：（１）委員過半数出席により会議成立を報告

（２）傍聴希望者 ０名

・海老名環境マネジメントシステムによる海老名市第三次環境基本計画の進行管理に

ついて ……… 協議事項

委   員： 第三次環境基本計画に設定された目標指標の一覧が示されている

が、計画に基づいて取り組む事業はここに記載されたもので全てと

いうことか。 

事 務 局 ： 目標を設定して取り組んでいく事業を一覧化したものであり、こ

れ以外にも様々な取組みを進めていく。 

委  員 ： 目標を設定している事業の所管課を見ると環境課が多く見受けら

れるが、どのように取組を進めていくのか。 

事 務 局 ： 環境基本計画という計画の性質上、どうしても環境課が主になっ

て進めていく取組は多くなってしまうものと考えている。しかしな
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がら、取組の中には環境課だけでなく関係課とともに進めていくも

のもあり、そうした取組については、しっかり協力しながら取組を

推進していく。 

委  員 ： 今後、取組が進んでいないと思われるものについて、他部門が原

因と思われるものについてはどのように対応していくのか。 

事 務 局 ： 環境課が担当となっている取組に関していただいた意見について

は、関係課に伝達し、反映できるところをしっかり取組に活かして

いけるようにしていきたい。 

委  員 ： 新計画の内容について、プロセスを踏まえた作りになっているこ

とや数値管理できる取組を計画に取り入れているところは、大きな

変化を感じるところであり良いところであると感じる。 

確認したい点としては、新計画における調書の進捗実績の欄には

どのような内容を記載する考えなのか。 

事 務 局 ： 基本的には、設定した当年度の進捗見込とともに実績値を記載し

てもらおうと考えている。これにより、当該年度の見込と実績の差

異を比較できるとともに計画に掲げた目標値との差異も比較できる

と考えている。 

委  員 ： 数値だけの比較だと、差異が見えにくい場合があると思われるの

で、達成率を併記することで、より進捗度合いがわかりやすくなる

のではないか。 

事 務 局 ： 事業によっては達成率を記載しにくいものもあるが、原則記載し

てもらうよう、記載欄を設けることを検討する。 

委  員 ： 計画における指標の設定について、施策の方針ごとにポイントと

なる目標指標を設定し、その指標の進捗度合いを測るために複数の

個別指標を設けて管理していくという仕組みは、プロセスを重視し

た考え方として、良いものであると考える。 

個別指標を評価する上では、結果がどのようであったかという点

はもちろんであるが、その結果を出す過程でどのような取組みが行

われたかということをしっかりと評価できるようにしてもらいた

い。その上で、施策が適切に実施されているかどうかを判断する上

で、取組を踏まえてどのような課題や気づいた点を把握し、取組に

反映したかという点が重要であると考えるため、この点が明確にな

るよう調書を工夫できないか。 

事 務 局 ： 今回提示した調書では課題等と変更点が同じ欄で記載するように

なっているが、ここを課題等と変更点で記載欄を分けることで、把

握した課題等と変更した点が明確になるようにしたい。 
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委  員 ： こうした点を踏まえた評価が、特に内部環境評価において適切に

行われるように、内部環境評価委員への教育をしっかり行っていた

だきたいと考える。また、マニュアルの評価方法の項目にもプロセ

スを意識した評価を行うべきことを明記していただければと思う。 

委  員 ： 第三次環境基本計画の基本方針にある「みんなで海老名の環境を 

考え、行動します」について、これは市民や事業者に環境への意

識づけを高めていくというものでよいのか。 

事 務 局 ：  ご意見のとおりである。本計画は、市だけでなく市民や事業者と

協力して推進していくという考えのもとに策定しており、第二次環

境基本計画では記載はあったものの計画体系として位置付けていな

かったものを、第三次環境基本計画では位置付けることとしたとい

う面もあるので、目標を踏まえてしっかり推進していくことが必要

な分野であると考えている。 

委  員 ： 環境基本計画の推進を通じて、環境への配慮という意識が市民に

醸成されることで、様々な場面で市民一人ひとりが適切な行動をと

ることへと繋がっていくと考えるので、専門部会の取組も環境基本

計画の推進の一助となれればと考える。 

委  員 ： 第三次環境基本計画では SDGｓとの関連性を明確にしているが、

一般の方への浸透に向けて周知啓発をしっかりやっていく必要があ

る。他市では地元の木材で SDGｓに関するピンバッジを作成・販売し、

売上から経費を除いた分を環境啓発に充てている事例もある。海老

名でもこうした事例を参考に周知啓発を考えてみてはどうか。 

事 務 局 ： 今回、計画策定にあたって市民まつり等のイベントで環境基本計

画に関する PR を行ったところ、イベント自体の集客力もあって、多

くの方に PR ブースにご来場いただいた。SDGｓを通じて市の環境に

関する課題を市民や事業者と共有できる面もあると考えているの

で、SDGｓに関する周知啓発もしっかり取り組んでいきたい。 

委  員 ： 先般、資源化センターを見学する機会があり、正しい分別の方法

や選別が実際にどのように行われている等、とても勉強になるとこ

ろが多かった。作業の支障にならない範囲で、例えば、学校の社会

科見学の一環で現地を実際に見てもらうことは、環境配慮への意識

の醸成に繋がると思う。 

事 務 局 ： 全てでは無いが、学校によってプログラムに取り入れているとこ

ろもある。子どもたちが知ることを通じてその保護者にも環境配慮

の意識が伝わるともいえ、とても良いことだと考える。 



4

委  員 ：  地域の活動では、イベントで出たごみを各自が持ち帰って分別し

て処分しようという考えになっており、環境配慮意識が高まってい

るように感じる。今後も様々な世代を対象とした周知啓発に取り組

んでいってもらいたい。 

委  員 ：  先日参加したマネジメントシステムの講演会が、内部監査の有効

な実施とプロセスアプローチに関する内容であり、とても参考とな

る内容だった。前者は、内部監査を通じて被監査部門が業務の改善

等のメリットが感じられるように実施することが必要であるという

ものであり、後者については、過剰な目標設定は業務に悪影響を及

ぼすおそれがあるというものであった。今後の環境評価では、各部

門の事情を踏まえつつ、適切な目標設定という視点でチェックして

いくことも重要であると考える。 

部 会 長 ： それでは、本件については、事務局案に、専門部会から出た意見

を適宜盛り込んだ内容で、環境審議会本会に報告するということで、

了承としてよろしいか。また、その修正については、部会長と事務

局に一任いただくということでよろしいか。 

他 委 員 ： 異議なし。 

６ その他

委  員 ： 先般開催された環境審議会本会で、海老名市緑の基本計画の進行

管理について所管課から説明があったが、海老名環境マネジメント

システムで管理していくものではないという理解でよいか。 

事 務 局 ： そのとおりである。 

委  員 ： 計画案には PDCA サイクルをもとに進行管理をしていくという記

述はあるが、具体的にどのように行うかまでは記載されていなかっ

た。計画である以上、海老名環境マネジメントシステムにこだわる

ものではないが、何かしらの進行管理は必要なのではないか。 

事 務 局 ： 緑の基本計画の進行管理に関するご意見は環境審議会本会の答

申にも盛り込まれている内容であり、所管課としても、ご意見を踏

まえた上で計画内容に即した進行管理を行っていくものと考える。

委  員 ： どのように進行管理を行っていくかという点について、明確にす

べきではないかということで改めて意見させていただいた。 

７ 閉会 

―― 散 会 ――


